
 

平成 19 年 8 月 17 日 
SBI ホールディングス株式会社 

SBI ジャパンネクスト証券株式会社 
 

 
「ジャパンネクストPTS」の取引開始について 

～4,000 銘柄を取扱う夜間 PTS 市場が 8 月 27 日から本格スタート～ 
 
 SBIグループにおいて私設取引システム(PTS)の運営業務の準備を行ってきたSBIジャパン

ネクスト証券株式会社(本社：港区六本木、代表者：福士 光徳、以下「当社」)は、平成 19
年 8 月 20 日より本番環境におけるシステムの稼動を開始し、翌週の 27 日より夜間(19 時より

23 時 50 分)において、国内証券取引所に上場されている株式及び ETF 並びに REIT のほぼす

べてとなる 4,000 銘柄を取り扱う PTS 市場「ジャパンネクスト PTS」を本格的にスタートさ

せることといたしましたので、お知らせいたします。 
 
ジャパンネクスト PTS へは、既にゴールドマン・サックス証券株式会社(本社：港区六本木、

代表者：持田 昌典、以下「ゴールドマン・サックス証券」)、SBI イー･トレード証券株式会

社(本社：港区六本木、代表者：井土 太良、以下「イー･トレード証券」)及び GMO インタ

ーネット証券株式会社(本社：渋谷区桜丘町、代表者：高島 秀行、以下「GMO インターネ

ット証券」)の 3 社がシステム接続を完了させており、平成 19 年 8 月 27 日よりゴールドマン・

サックス証券とイー･トレード証券が、続いて平成 19 年 9 月 7 日より GMO インターネット

証券がジャパンネクスト PTS における取引を開始します。 
 
ジャパンネクスト PTS の主な特徴は、(1)投資家のための独自性ある PTS であること、(2)

ジャパンネクスト PTS における株価情報を外部配信していること、及び(3)信頼性ある高性能

システムを導入していることです。 
 
【特徴および概略】 

(1)投資家のための独自性あるPTS
夜間における電子取引市場： 
ジャパンネクスト PTS は、営業日の 19 時から 23 時 50 分まで運営します。当社システ

ム上受付けた注文どうしが対当したときに売買を成立させ、売買が成立した日を約定日と

し、約定日から起算して 5 営業日目(配当付きないし権利付き最終日の売買に関しては約

定日から起算して 6 営業日目)を受渡日としております。複数の証券会社が取引参加する

夜間取引であることから、受渡日までの日数を取引所における普通取引より 1 日長く設定

しております。これにより、昼間の取引所取引において配当付きないし権利付き最終日と

なっている銘柄については、ジャパンネクスト PTS におけるその日の夜間取引から配当



 

落ちないし権利落ちとなります。 
 
国内最大銘柄数を取扱う PTS： 
ジャパンネクスト PTS における取扱銘柄は、国内の 6 証券取引所に上場されている普

通株式及び上場投信(ETF)並びに不動産投信(REIT)のうち、整理ポスト銘柄や外国部に属

する銘柄及びベンチャーファンドやカントリーファンドを除くすべての銘柄です。現時点

で平成 19 年 8 月 27 日における取扱銘柄数は 4,000 銘柄になる予定です。なお、ジャパン

ネクスト PTS における取扱銘柄一覧は、当社ウェブ(現在準備中)において開示します。 
 
ジャパンネクスト PTS における売買価格の決定方法： 
ジャパンネクスト PTS における売買価格の決定方法は、取引所におけるオークション

方式とは異なり、顧客注文対当方式を採用しております。すなわち、ジャパンネクスト

PTS は、取引所取引と異なり、指値注文のみとなり、成行注文の取扱いはありません。ま

た、始値や終値等を決定するための「板寄せ方式」に相当する取扱いもありません。取引

時間の開始とともに指値注文を受付け、価格優先・時間優先の原則に基づいて注文のマッ

チングを行います(コンティニュアス・マッチング)。約定値段は、受注した注文において

指定されている値段(指値)に基づいて決まりますので、取引所における取引と同様にジャ

パンネクスト PTS における約定値段も市場の実勢に合わせて変動します。 
指値注文のみの取扱いとすることにより、投資家の皆様は値段を指定した上で発注する

ことになりますので、投資家の皆様が意図しない値段で約定が成立してしまうということ

は基本的にありません。よって、ジャパンネクスト PTS では、特別気配を表示するなど

して直前の約定値段と比較して一定の値幅の範囲内に次の約定値段を制限するという取

扱いはありませんので、マッチングする注文がある限り即時に約定を成立させていきます。 
 
値幅制限： 
ジャパンネクスト PTS では、当日の取引時間中における株価の変動を一定の範囲内に

制限するために制限値幅を設定しております。夜間取引という性格上、昼間の取引所にお

ける終値等を基にして夜間取引における基準値段を決定し、その基準値段から上限と下限

の制限値段を設定しております。制限値幅については、基本的に取引所において採用され

ております制限値幅と同一としております。なお、夜間における需給が大きく偏り、ジャ

パンネクスト PTS における最も高い買い注文の指値(または最も安い売り注文の指値)が
制限値段の上限(または下限)となった場合においても、価格優先・時間優先の原則に基づ

いて新たに受付けた売り注文(または買い注文)と対当させ、約定を成立させていきます。

なお、ジャパンネクスト PTS では、取引所でいうところの「ストップ比例配分」のよう

な取扱いはありません。 
 
(2)ジャパンネクストPTSにおける株価情報の外部配信



 

ジャパンネクストPTSにおける株価情報は、日本証券業協会のPTS Information 
Network (www.pts-info.jp/)の他、ロイター･ジャパン株式会社と株式会社QUICKに配信

いたします。両社に配信している株価情報の内容は、ジャパンネクストPTSにおける 4 本

値(始値、高値、安値及び現在値)及び板情報(上下 5 本)など取引所に準じる基本的な情報

です。 
 
(3)高性能マッチング・エンジン 
当社は、ジャパンネクスト PTS のコア(核)となるマッチング・エンジンとして、欧州取

引所連合ユーロネクスト系列のシステム会社 Atos Euronext Market Solutions 社(本社：

フランス)より、取引所システムのライセンス提供を受けております。このシステムは、ユ

ーロネクストをはじめシカゴマーカンタイル取引所など全世界 15 の取引所で実際に稼動

している最先端の取引所システムであり、機能性と拡張性に優れているとともに、非常に

高い処理能力を有しております。 
なお、ジャパンネクスト PTS におけるシステムの処理能力は、現時点で最大注文処理

件数 1 秒間に 800 件及び確認通知 10 ミリ秒以下となっております。 
 
 

また当社は、ジャパンネクスト PTS における取引の公正性及び透明性を高めるとともに、

取引の安全と投資家の信頼を確保するために、(1)売買取引の停止または制限措置、(2)不公正

取引に対する監視と未然防止、及び(3)誤注文等異常な注文の未然防止の観点から、以下のよ

うな売買管理体制を敷いております。 

 

【売買管理体制】 

(1)売買取引の停止または制限措置 

当社は、対象銘柄について、上場している主たる取引所が売買停止等の措置を行った場

合や日本証券業協会が取引所有価証券市場外取引を停止した場合にジャパンネクスト

PTS における売買取引を停止又は制限することとしている他、夜間における報道等により

M&A などの重要事実についての情報を周知させる必要があると当社が判断した場合な

ど、取引の公正性確保のために当社が必要と認めた場合には当社独自の判断によりジャパ

ンネクスト PTS における売買取引を停止又は制限することとしております。 

 

(2)不公正取引に対する監視 

当社では、ジャパンネクスト PTS における不公正取引を防止するため、売買審査部に

おいて取引の監視を行っております。売買審査部では、売買審査の経験を有する者を採用

して、インサイダー取引、相場操縦取引及びその他の不公正取引や違法行為等を把握する

ために、ジャパンネクスト PTS における株価や売買動向を監視するとともに、諸々の情

報やデータの詳細分析、調査及び審査を行っております。 

http://www.pts-info.jp/


 

当社は、売買審査の過程において、取引参加証券会社に対して取引内容の詳細や委託者

に係る情報その他売買審査上必要となる情報の提供をお願いすることがあります。なお、

当社における審査の結果、不公正取引等とみなされるような取引が行われたと判断した場

合には、取引参加証券会社に注意喚起をさせていただき、その後も改善が見られない場合

には通告を行った上で受注の制限又は停止を行うなどの措置を講じることとしておりま

す。また、必要に応じて、そのような不公正取引等と疑わしい取引に関する情報の詳細に

ついて、証券取引等監視委員会や証券取引所等の自主規制機関等に対して報告することも

あります。 

 

(3)誤注文等異常な注文に対する未然防止 

ジャパンネクスト PTS は、電子取引市場であり、取引参加証券会社からの注文の受付

けを電子的に行うことになりますので、誤注文を防止するために、次のような対応を行っ

ております。 

 

注文の数量規制： 

一回に受注する注文数量を銘柄毎の上場株式数の 5％以下に設定し、5％を超える場合には、

当該注文を受付けないこととしております。 

 

注文の値段規制(値幅制限)： 

ジャパンネクスト PTS における制限値幅を超える値段の注文は受け付けないこととして

おります。この場合、取引所における新規上場銘柄で、取引所において初値が付いていな

いような銘柄等、ジャパンネクスト PTS における基準値段を設定することができないよ

うな銘柄についての取扱いは停止することとしております。 

 

注文の金額規制： 

原則として、一回に受注する注文金額の上限を 1 億円以下に設定し、1 億円を超える場合

には、当該注文を受け付けないこととしております。 

なお、誤注文等の未然防止は取引参加証券会社との相互協力体制が重要であり、当社は、

取引参加証券会社における誤発注防止体制の確認をさせていただいております。 

 
以上 
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 本プレスリリースに関するお問い合わせ先：  

SBI ホールディングス株式会社 コーポレート･コミュニケーション部  03-6229-0126 


